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特 集 学び・守る  ふくいの里山里海湖

 ～豊かな環境・すぐれた風景を次の世代に～

恐竜繁栄のカギは「卵」にあり －恐竜博物館の特別展は10/15(日)まで－

「恐竜は、どうして1億6000万年以上もの間、繁栄し続けることができたの？」

この謎を解き明かす鍵となる、恐竜の「卵」にスポットを当てた特別展を開催中です。

長さ約40cmの巨大な卵の化石や、巣を守る様子を再現した動く恐竜ロボットを前に、

夏休みを利用して訪れた多くの子どもたちが目を輝かせていました。



世
界
に
誇
る
「
水
月
湖
年
縞
」

　

三
方
五
湖
の
５
つ
の
湖
の
中
で

最
も
大
き
い
水す

い

げ

つ

こ

月
湖
。
そ
の
湖
の
下

に
あ
る
縞し

ま

模
様
の
堆
積
物
が
「
年ね

ん

縞こ

う

」
で
す
。

　

年
縞
の
縞
模
様
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
と
黄
砂
の
よ
う
に
、
異
な
る
物

質
が
交
互
に
積
み
重
な
っ
て
作
ら

れ
ま
す
。
１
年
間
に
で
き
る
縞
の
幅

は
、
わ
ず
か
０
・
５
～
１
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
。
水
月
湖
年
縞
は
、
７
万
年
も

の
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
、
そ
の
長

さ
は
45
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま
す
。

　

年
縞
を
解
析
す
る
と
、
当
時
の

自
然
環
境
や
自
然
災
害
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
化
石
や
文
化

財
な
ど
の
年
代
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
７
万
年
分
と
い
う
、

世
界
で
も
類
を
見
な
い
長
さ
の
水

月
湖
年
縞
は
、
平
成
24
年
に
「
世
界

標
準
の
も
の
さ
し
」
と
し
て
認
め
ら

れ
、
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
年
縞
の
価
値
を
知
ろ
う

　

７
月
に
、
年
縞
に
つ
い
て
の
特

別
授
業
を
若
狭
高
校
と
高
志
高
校

で
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
年

縞
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
立
命

館
大
学
の
中
川
毅
教
授
か
ら
、
水

月
湖
年
縞
が
世
界
に
認
め
ら
れ
る

ま
で
の
軌
跡
を
学
ん
だ
の
ち
、
年

縞
に
含
ま
れ
る
花
粉
を
顕
微
鏡
で

観
察
。
年
縞
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

９
月
に
は
、
水
月
湖
年
縞
の
価

値
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

国
内
外
の
研
究
者
が
、
年
縞
の
保

全
や
教
育
・
観
光
分
野
で
の
活
用

法
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
す
。

水
月
湖
年
縞
の
世
界
的
価
値
を
知

る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
三
方
湖
畔
で
「
年
縞
研
究

展
示
施
設
（
仮
称
）
」
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
開
館
は
平
成
30
年
度

を
予
定
。
水
月
湖
年
縞
の
研
究
を

進
め
る
ほ
か
、
教
育
や
観
光
の
拠
点

と
し
て
、
年
縞
の
価
値
を
国
内
外
に

発
信
す
る
施
設
に
し
ま
す
。

「
学
び
の
森
」で
自
然
体
験

　

楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
触
れ
、

親
し
み
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
里
山

「
福
井
ふ
る
さ
と
学
び
の
森
」
。
平

成
26
年
に
若
狭
町
気き

や

ま山
の
森
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
33
か
所
ま

で
拡
大
。
県
内
す
べ
て
の
市
町
に
整

備
し
ま
し
た
。

　

学
び
の
森
で
は
、
生
き
物
観

察
や
間
伐
体
験
、
植
物
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
年
間

を
通
し
て
開
催
。
里
山
の
恵
み
を

気
軽
に
体
感
で
き
る
環
境
教
育
の

場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
約
９
千

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
が
よ
り
豊
か
に
な
る
秋
に

も
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

里
山
里
海
湖
の
保
全
を
考
え
る

　

里
山
里
海
湖
の
保
全
を
考
え
る

市
民
や
学
生
、
研
究
者
な
ど
が
参

加
す
る
「
自
然
再
生
学
会
全
国
大

会
」
。
第
８
回
と
な
る
今
年
は
、
県

の
誘
致
に
よ
り
、
６
月
に
敦
賀
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
自
然
環
境

保
全
団
体
が
、
自
然
再
生
活
動
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
や
そ
の
成
果
を

発
表
。
福
井
県
の
参
加
者
は
、
絶
滅

危
惧
種
を
含
む
約
３
千
種
の
動
植

物
が
生
息
す
る
中な

か

い

け

み

池
見
湿
地
（
敦
賀

市
）
の
保
全
活
動
や
、
里
山
里
海
湖

研
究
所
（
若
狭
町
）
が
行
っ
て
い
る

環
境
教
育
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
に
は
約
30
名
が
参

加
。
中
池
見
湿
地
を
訪
れ
、
湿
地
植

物
の
保
全
や
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
の
外
来
生
物
を
駆
除
す
る

方
法
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ま
た
、
気
比
の
松
原
で
は
、
マ
ツ
が

健
全
に
育
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い

「
松
葉
か
き
」
を
体
験
。
自
然
再
生

の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
体
感
し
ま

し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
山
を
守
る

　

県
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、
豊

か
な
自
然
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

無
農
薬
で
の
米
作
り
や
、
田
ん

ぼ
と
水
路
を
魚
が
行
き
交
う
た
め

の
水
田
魚
道
の
整
備
な
ど
、
生
き

も
の
が
豊
か
な
里
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
地
域
を
「
生
き
物
ぎ
ょ
う
さ

ん
里
村
」
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
支

援
。
こ
れ
ま
で
に
47
地
域
・
団
体
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、
越
前
市
白し

ら

山や

ま

地
区
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
繁

殖
を
行
い
、
昨
年
ま
で
に
５
羽
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
誕
生
。
う
ち
４
羽
（
げ

ん
き
く
ん
、
ゆ
め
ち
ゃ
ん
、
た
か
ら

く
ん
、
さ
き
ち
ゃ
ん
）
を
野
外
に
放

鳥
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
は
、
46
年
前
に
越

前
市
で
保
護
さ
れ
た
く
ち
ば
し
の

折
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
武
生
（
愛

称
・
コ
ウ
ち
ゃ
ん
）
」
の
孫
が
誕
生
。

２
羽
の
ヒ
ナ
は
、
お
と
な
と
同
じ

大
き
さ
ま
で
成
長
し
、
巣
か
ら
出

て
自
分
で
エ
サ
を
捕
る
な
ど
、
順

調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
愛
称

を
決
定
し
、
放
鳥
す
る
予
定
で
す
。

　
　
問
自
然
環
境
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
３
０
６

　
　

FAX
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
６
３
５

知事   西川 一誠

　身近な自然や森林資源を活用した学校での体験学習について、全国の小学生が

発表や意見交換を行う「学校の森・子どもサミット」を来年7月に県内で開催すること

が決定しました。福井ふるさと学びの森での自然観察や、久々子湖でのシジミ採りな

ど、森と湖での活動を県内外の子どもたちに体験してもらい、豊かな里山里海湖を生

かした福井の優れた環境教育を全国にＰＲします。

知事コラム

学
び
・
守
る 

ふ
く
い
の
里

さ

と

　
や

ま

　
さ

と

　
う

　

　
み

　

山
里
海
湖

    

～ 

豊
か
な
環
境
・
す
ぐ
れ
た
風
景
を
次
の
世
代
に 

～

特 集

今年生まれたヒナ

中池見湿地の視察

年縞の特別授業（若狭高校）

水月湖年縞 国際シンポジウム

9月17日(日)  

13時30分～16時

所 県国際交流会館（福井市宝永）

定 300名（事前申込）

受 9月11日(月)まで

問 自然環境課  

☎0776-20-0305

秋の里山散策と里山の恵み工作体験

10月15日（日）　9時～12時

所 若狭町気山

対 小学生以上　料 50円　受 10月13日(金)まで

里山整備と里山の恵み料理体験

11月19日（日）　9時30分～13時

所 若狭町気山

対 小学生以上　料 50円　受 11月17日(金)まで

秋の森で出会う木の実と虫たち（森のようちえん学校）

9月23日（土・祝）　11時～12時、13時15分～14時15分

所 自然保護センター（大野市南六呂師）周辺

料 無料　申込み不要

秋の森散策とサツマイモ堀り＆たき火で焼き芋

9月30日（土）   9時～12時30分

所 あわら市波松（波松民有林）

定 先着30名　料 50円　受 9月28日（木）まで

福井ふるさと学びの森 秋の自然体験イベント  お申込みは  里山里海湖研究所   ☎0770-45-3580  FAX45-3680

水月湖年縞

火山噴火

洪水
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県
内
に
は
３
５
０
０
か
所
以
上
の
遺
跡

が
地
下
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
道
路
や
建
物
の

建
設
工
事
が
始
ま
る
前
に
、
こ
れ
ら
の
遺

跡
を
発
掘
調
査
し
、
出
土
品
の
整
理
や
記

録
を
行
う
の
が
埋
蔵
文
化
材
調
査
セ
ン
タ

ー
の
仕
事
で
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
土
の
色
や
固
さ
を
ヒ
ン
ト

に
、
ほ
と
ん
ど
が
人
の
手
で
行
わ
れ
ま
す
。

出
土
し
た
土
器
や
石
器
の
破
片
は
、
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
つ
ぎ
合
わ
せ
て
元
の
形
に
復
元
。

写
真
や
図
面
で
記
録
に
残
し
、
本
と
し
て
刊

行
し
ま
す
。
県
の
歴

史
や
文
化
を
知
る

た
め
の
資
料
と
な

る
こ
れ
ら
の
成
果

は
、
県
内
の
図
書
館

な
ど
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

所

福
井
市
安
波
賀
町
４
‐
１
０

　
　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
４
１
‐
３
６
４
４

　
　
　
　

FAX
０
７
７
６
‐
４
１
‐
２
４
９
４

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
か
か
る

「
が
ん
」
。
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た

め
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
す
。

　

県
で
は
、
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
女
性

の
た
め
、
土
日
・
祝
日
に
「
休
日
レ
デ
ィ

ー
ス
が
ん
検
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
子
宮
頸
が
ん
が
20
歳
以
上
、
乳
が

ん
が
40
歳
以
上
で
す
。
各
医
療
機
関
の

ほ
か
、
市
町
や
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
行
う
集
団
検
診
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

４
月
に
は
、一
部
の
医
療
機
関
に
お
い

て
「
平
日
イ
ブ
ニ
ン
グ
（
夕
方
）レ
デ
ィ
ー

ス
が
ん
検
診
」
を
開
始
。
仕
事
帰
り
に
気

軽
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
診
の
時
間
は
１
～
２
時
間
程
度
。

市
町
か
ら
送
ら
れ
る
受
診
券
を
利
用
す

る
と
、
負
担
は
１
０
０
０
円
以
下
で
す
。

　

検
診
の
日
程
や
受
診
で
き
る
医
療
機

関
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
が
ん
ネ
ッ
ト

ふ
く
い
」で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

        

が
ん
ネ
ッ
ト
ふ
く
い

　
　
問
健
康
増
進
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
３
４
９

　
　

FAX
０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
６
４
３

受
け
て
安
心
！
レ
デ
ィ
ー
ス
が
ん
検
診

    
～
９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
～

ふくいトク知 っ

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

編
】

ふ
く
い
の

研
究

ッ
クアッ
プ

ピ

平成34年度末の敦賀開業に向け、県内で進め

られている北陸新幹線建設工事。福井市二上

町では、今年の秋に工事が始まるのに先立ち、

7か月をかけて糞
くそおき

置遺跡の発掘調査を実施。弥生時代の住居

跡や、土器・木製品などの文化財を確認しました。

6月にはセンター職員の案内のもと、地元の小学生が調査現

場を見学。作業員による発掘作業を間近で見学したほか、出

土した土器を直に手に取って、関心を高めていました。

ここに

注目

◆9月9日（土）　　受 13時～14時 

 所 ハーツつるが店（敦賀市若葉町） 

 問 二州健康福祉センター 

      ☎0770-22-3747   FAX24-1205

◆10月7日（土）　　受 13時～14時 

 所 問 奥越健康福祉センター（大野市天神町） 

          ☎0779-66-2076   FAX65-8410

※希望される方は事前にご連絡ください。

休日レディースがん検診
（9、10月の広域集団検診）
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HOTNEWS県政

　グローバル人材を育て、県内就職につなげるための新

事業「トビタテ！留学JAPAN」地域人材コース。県内企

業の支援を受けた学生が、企業の海外拠点でインターン

シップを行い、就職後に役立つ技能を習得します。

　この事業を初めて活用して留学する6名を決定（支

援企業：㈱アタゴ、井上商事㈱、セーレン㈱、㈱日本

エー・エム・シー、㈱福井銀行、前田工繊㈱）。7月の壮

行会で、西川知事に抱負を述べました。

★支援企業と、留学を希望する学生を募集中

　大学・私学振興課　☎0776-20-0245

　県では、地元の活性化につながるクルーズ船の誘致

を進めています。9、10月には「ダイヤモンド・プリンセ

ス」が敦賀港に寄港。海外クルーズ船の県内寄港は初

めてのことです。（ふくいインフォp.10参照）。

　これを前に、クルーズ船での旅の魅力や楽しみ方を

伝えるシンポジウムを7月に開催。約200名の参加者に

対し、クルーズの旅はお得で、「楽」「安心」「自由」であ

ることを紹介。また、船内はセキュリティ・医療体制が

充実しているほか、多彩なショーや寄港地での体験ツ

アーが気軽に楽しめることを伝えました。

　平成31年度の打ち上げを目指し、県内企業の技術

を結集した超小型人工衛星の開発を進める福井県。

超小型人工衛星の役割や、宇宙開発の魅力を中高生

に伝えるため、7月に教育総合研究所で特別実習を行

いました。

　宇宙工学を専攻する東京大学教授の指導のもと、空

き缶サイズの模擬人工衛星を製作。高さ約60ｍから決

められた時間でパラシュート降下させ、地上を動画撮

影したり、着地後に直立させるなど、実習を通して宇宙

開発技術への関心を高めていました。

　県政をより身近に感じてもらうため、夏休み期間中、

小学生親子を対象とした親子県庁見学会を開催しま

した。延べ12回の見学会には、約150組の親子が参加。

知事応接室や貴賓室を見学したほか、福井城址の天守

跡にある「福の井」では井戸水の汲み上げを体験しま

した。災害時に県や警察の幹部が集まって対策を決め

る「総合防災センター」も見学。防災担当職員から、災

害から身を守るためのポイントを学びました。

★県庁見学の希望団体を随時受付

　県民サービス室  ☎0776-20-0221  FAX20-0622

学生の海外インターンシップをサポート

クルーズの旅をもっと身近に

中高生が人工衛星の仕組みを学ぶ

見て・聞いて！県庁の仕事を学ぶ

「トビタテ！留学 JAPAN」派遣留学生を決定

クルーズ・シンポジウム in 福井を開催

教育総合研究所でサイエンス教育を実施

夏休み親子県庁見学会を開催
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各地の催し 福井県観光情報ホームページ 検 索検 索ふくいドットコム

会場／御食国若狭おばま食文化館前（小浜市川崎）

問小浜市商工観光課　☎0770-64-6021　 FAX 52-1401

県内外から30以上のチーム

が参加するよさこいコンテス

ト。出場者全員が参加する総

踊りや旗乱舞は迫力満点。

御食国若狭おばまYOSAKOI祭
み   け つ  くに

小浜市
9 10

［日］

会場／大野市内一円、勝山市、永平寺町

問（一社）大野市観光協会　☎0779-65-5521　FAX 65-8635

歴史にまつわる謎を解き明

かし、オリジナルグッズを手

に入れよう！ コースマップは

大野市観光協会などで配布

しています。

歴史迷宮 大野市、勝山市、永平寺町
10 29

まで
［日］

だるまちゃん広場であそぼ 越前市
9 16
［土］

18
［月・祝］

23
［土・祝］

24
［日］

会場／越前市武生中央公園 だるまちゃん広場（越前市高瀬）

問たけふ菊人形まつり実行委員会　☎0778-21-0175　FAX 21-0032

8月にオープンした「だるま

ちゃん広場」で、大型のア

スレチック系遊具や笹舟流

しなどを楽しむことができ

ます。

幻想的な灯りが街を彩ります。飲食店ブースやパフォーマンスがめじろ押し。

会場／五番通り

問（一社）大野市観光協会　☎0779-65-5521　FAX 65-8635

越前おおの 結の夜市
ゆい よ   いち

大野市
9 9
［土］

10
［日］

市ゆかりの企業が誇る技術を紹介。ものづくり体験やグルメコーナーも。

会場／ハートピア春江（坂井市春江町西太郎丸）

問坂井市観光産業課　☎0776-50-3153　FAX 68-0440

坂井市産業フェア 坂井市
9 17

［日］

18
［月・祝］

越前漆器や眼鏡など、暮らしを支えるものづくり技術を体感できます。

会場／鯖江市河和田地区

問鯖江市商工政策課　☎0778-53-2230　 FAX 51-8153

河和田くらしの祭典 鯖江市
9 16
［土］

17
［日］

か    わ    だ

10回目を迎える女性落語の全国大会。会場が大きな笑いに包まれます。

会場／小浜市まちの駅旭座、サンホテルやまね（小浜市小浜白鬚）

問小浜市文化会館　☎0770-53-9700　FAX 53-2189

ちりとてちん杯全国女性落語大会 小浜市
9 23

［土・祝］

24
［日］

八朔祭
はっ  さく  まつり

美浜町
9 3

［日］

豊漁を願う神事。赤ちゃん力士が大泣きする出世披露も見ものです。

会場／稲荷神社（美浜町日向）

問（一社）若狭美浜観光協会　☎0770-32-0222　FAX 32-1249

養浩館庭園・錦秋の茶会 福井市
9 9
［土］

本格的なお茶席が楽しめる茶会体験（参加費2000円、要事前申込）。

会場／養浩館庭園（福井市宝永）

問福井市文化振興課　☎0776-20-5367　 FAX 20-5670

きん   しゅう

越前げんきフェスタ 越前市
9 24

［日］

お笑いコンテストやお楽しみ抽選会、商工会マルシェなどの企画がめじろ押し。

会場／いまだて芸術館周辺（越前市粟田部町）

問越前げんきフェスタ実行委員会　☎0778-43-7811　FAX 43-1115

あわら宵市～ピンクフェスタ～ あわら市
9 23

［土・祝］

食や雑貨などのお店が集まるマルシェと、昭和音楽ライブイベント。

会場／あわら温泉湯のまち広場（あわら市温泉）

問あわら宵市実行委員会　☎0776-78-6767　FAX 78-6760

よ   いち

高浜町健康ウオーク 高浜町
9 23

［土・祝］

2km、5km、10kmの3コース。9/13(水)までに要申込（当日参加も可）。

会場／高浜公民館（高浜町宮崎）集合

問高浜町教育委員会　☎0770-72-7724　FAX 72-2889

廃油をリサイクルして作った

1万本のキャンドルを一斉に

点灯します。当日、点灯作業

を行うボランティアも募集中

です。

いけだエコキャンドル 池田町
9 23

［土・祝］

会場／池田町文化交流会館（池田町薮田）

問いけだ農村観光協会　☎0778-44-8060　FAX 44-8041

敦賀まつり 敦賀市
9 2
［土］

4
［月］

敦賀に秋の訪れを告げる祭り。勇壮な山車が並ぶ姿は壮観です。

会場／氣比神宮（敦賀市神楽町、本町）周辺

問敦賀まつり振興協議会　☎0770-22-8122　FAX 22-8184
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応募締切

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で、

平成29年 9月23日(土・祝)

応募先 〒910-8580  県広報課  県政広報ふくい （住所は記載不要）

※6月1日に郵便料金が値上がりしました。ご注意ください。

※賞品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。

賞品は10月中に発送する予定です。

応募方法

Q2.県政広報ふくいへのご意見・ご感想や、今後取り上げて

ほしい県政のテーマ等がありましたらご記入ください。

（自由記述）

［編集後記］

恐竜博物館の特別展「恐竜の卵」へ行ってきました。丸いものから長細いものまで、様々な形

の卵があることにビックリ。卵から生まれる直前の恐竜の化石「ベイビー・ルイ」は保存状態が

とても良く、卵の中でうずくまるかわいい赤ちゃん恐竜の様子がはっきりと見てとれました。

「冷凍夢助だんご・四季のおまかせセット（10本）」

を10名様にプレゼントします。

検 索検 索県政広報ふくいホームページでの応募は

大野産のコシヒカリを使って、1本1本

丁寧に焼き上げた名物だんごです。

※写真はイメージです。冷凍便でお届けします

新　聞

くらしの情報（子育て・福祉・就職など）や企業向け情報を紹介

●福井県からのお知らせ／新聞各紙…毎月1・15日掲載

テ レ ビ

●おはようふくいセブン

　FBCテレビ／ 日曜日 午前7：00～7：30

●まちかど県政

　福井テレビ／ 日曜日 午前11：45～11：50

　FBCテレビ／ 日曜日 午後  4：55～  5：00

●ほっとふくい 

　福井テレビ／ 第1、3土曜日 午後5：00～5：15

●NHK地上デジタルのデータ放送

ラ ジ オ

●ふくい元気通信
　FBCラジオ／月、水、金曜日 午前10：20～10：30頃
　　　　　　　第3、5土曜日 午前10：35～10：40頃

●FM県政スポット
　FM福井／金曜日 午前8：45～8：53頃

点字・音訳

●ふれあい県政だより　年12回発行

SNS・ユー・チューブ 随時更新

●フェイスブック 「ほやほや！ふくい」（県内向け）
 「おいでよ！ふくい」（県外向け）
 「Experience_fukui」（海外向け）

●インスタグラム 「insta_fukui」（県外向け）
 「experience_fukui」（海外向け）

●ユー・チューブ 「おいでよ！ふくい」（県外向け）
 「Experience_fukui」（海外向け）

ふくいの美味し
い食材

「県政広報ふくい」を

スマートフォンにお届け

➡

Q1.県政広報ふくいをお読みになったご感想を教えてください。

　①内容について

 1.大変良い　　2.良い　　3.普通

 4.あまり良くない　　　5.良くない

　②良かった記事など（複数回答可）

 1.表紙 2.特集

 3.知っトクふくい 4.ピックアップ ふくいの研究

  5.県政HOT NEWS 6.ふくいインフォ

  7.はぴりゅう通信 8.各地の催し

 9.食の國ふくい

県政情報をお届けしています

県政広報ふくい アンケート

越のルビーと白ネギの

イタリアン餃子

材　料

作
り
方

① みじん切りにした白ネギと豚ひき肉を混ぜ、イタリアンハーブミックスで味付けする。

② ①と八つ割りした越のルビー、プロセスチーズを餃子の皮で包む。

③ フライパンにオリーブオイルをひいて②を焼き、火が通ったらできあがり！

かんたん

レシピ

アンケートの回答と 住所・氏名・年齢・性別・電話番号 を

必ず記入の上、郵便はがきまたは県のホームページで

ご応募ください。（お一人1通まで）

お忘れなく

聞こえる！うまみのハーモニー

福井県立短期大学（現・福井県立大学）

の研究により、平成元年に誕生したミ

ディトマト。ルビーのように真っ赤なト

マトが越の国（越前）で作られたことか

ら、福井県出身の作家・津村節子さん

が「越のルビー」と命名しました。

特長は、甘さと豊富な栄養素。糖度は

大玉トマトより3～４度高い、7～8度。

ビタミンCやリコピンも約2倍含まれ

ています。

越のルビー

白ネギ………………………… 1/2本

豚ひき肉………………… 200グラム

イタリアンハーブミックス………適量

越のルビー……………………… 3個

プロセスチーズ ……………20グラム

餃子の皮…………………………20枚

オリーブオイル …………………適量

（4人分・調理時間約40分）

レシピ提供：野菜ソムリエコミュニティ福井
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